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研究成果の概要（和文）：本研究は、政党がいかに所属議員の再選を支援しつつ党の規律を維持しているのかを
検討した。現代の民主主義国家において、政策決定に中心的役割を果たすのは、政党である。ところが、政党
は、異なる有権者や利益を代表する多様な議員によって構成される。この性質によって、政党は、ジレンマに陥
る。個々の議員の再選のためには各議員の多様な利益を実現することが必要な一方、法案を議会で可決するため
には所属議員に一体的な投票行動を課す必要がある。本研究は、政党は所属議員の政策的立場に応じて、選挙区
への政府支出、選挙資金、役職などの資源を配分することで、議員の再選を支援しつつ党の政策へ賛成させてい
ることを示した。

研究成果の概要（英文）：This study has examined how political parties discipline members’ voting 
behavior while facilitating members win an election. The study argues that parties seek to achieve 
both party unity and members’ electoral success through electoral resource allocation to members. 
Using a unique dataset of party leaders’ campaign visits to candidates, the study finds that 
parties allocate resources to members who are ideologically more distant from the party as 
compensation for their electoral losses in policy areas concerning general benefits, and allocate 
resources to members who are ideologically closer to the party median as a reward for their 
ideological loyalty in policy areas concerning particularistic benefits.
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１．研究開始当初の背景 
現代の民主主義国家では、政党が選挙や立
法で中心的役割を担っている。しかし、政
党は様々な利益や有権者をもつ議員によ
って構成されている。この性質によって、
政党はジレンマに直面することになる
（Snyder and Groseclose 2000）。政党は、
個々の所属議員の再選のためには、彼らの
多様な政策的立場や利益を個別に実現す
る必要がある。他方、議会で法案を可決し
政策を実行するためには、所属議員に対し
て党議に沿った一体的投票行動を課す必
要がある。所属議員の中には、政党が実行
しようとする政策が自身の有権者利益や
政策的立場に反し、再選可能性の低下を被
る議員も存在する（Canes-Wrone, Brady, and 
Cogan 2002; Carson et al. 2010）。 
 
先行研究は、政党は、政府支出、選挙資金、
役職などの資源を選択的に所属議員に配
分することで、党の政策に賛成させようと
しているとする（Cann and Sidman 2011; 
Cantor and Herrnson 1997; Carroll and Kim 
2010; Cox and McCubbins 2007; Damore and 
Hansford 1999; Jenkins and Monroe 2012; 
Kanthak 2004; Nokken 2003）。一方で、資源
をどう配分するか、特に党の政策に忠実な
議員と反対する議員のいずれに資源を配
分するかをめぐって対立するモデルが提
示され、明らかにされるべき課題が残る。 
 
 
２．研究の目的 
 

 
目的の要約 
 
 
問い：政党は、いかに所属議員の再選を支
援しつつ党の規律を維持しているのか？ 

 
 

↑答え 
 
 

明らかにすること：政党は、所属議員の政
策的立場に応じて、選挙区への政府支出、
選挙資金、役職などの資源を配分すること
で、議員の再選を支援しつつ党の政策へ賛
成させている 

 
 

↑実証 
 
 

明らかにする方法：所属議員の党内での政
策位置と資源配分の関係を統計的に検証
する 

 
 

本研究は、「政党はいかに所属議員の再選
を支援しつつ党の政策に賛成させている
のか」を問うことである。上述の通り、政
党の一体性に関する先行研究は、資源の重
要性では一致しているものの、その配分の
仕方、特にどの所属議員により資源を配分
するのかについては、見解が対立している。 
 
本研究は、この問いへの答えとして、資源
配分が政党の一体性に与えるメカニズム
は、政策分野によって異なるという点に着
目する。そのうえで、「政党は、所属議員
の政策的立場に応じて、選挙区への政府支
出、選挙資金、役職などの資源を配分する
ことで、議員の再選を支援しつつ党の政策
へ賛成させている」ことを主張する。 
 
 
３．研究の方法 
上記の主張を検証するために、日本をケー
スとし、選挙資源として総理大臣の選挙期
間中の候補者への訪問に焦点を当てた。具
体的には、候補者の政策位置と内閣総理大
臣の訪問の有無の関係を分析した。 
 
総理大臣の候補者訪問については、「首相
動静」などの新聞による総理大臣の行動情
報をもとに、総理大臣の行動を数量データ
化した。国の代表（総理大臣）の行動が逐
一公開されているのは、他国では例のない
日本のみの貴重なデータであり、それを用
いることは方法論上の貢献も大きい。 
 
上記のデータをもとに、候補者の政策的立
場と総理大臣の候補者訪問の関係を計量
的に検証した。 
 
 
４．研究成果 
本研究の分析からは、政党による所属議員
への資源配分は、政策分野によって異なる
ことが明らかになった。外交防衛分野では、
政党は議員の政策的損失を補てんするた
めに、政党の政策から遠い議員に資源を配
分する一方、個別利益分野では、議員の政
策的忠誠へ報酬を与えるために、政党の政
策に近い議員に資源を配分している。 
 
本研究は、政党組織研究に主として 3 点の
貢献をしている。第 1 に、資源配分が政党
の一体性に与えるメカニズムは、政策分野
によって異なることを示した。第 2 に、従
来の研究は、党の政策に忠実な議員と反対
する議員のいずれに資源を配分するかを
めぐって対立するモデルを提示してきた
が、本研究はそれを統合し、統一的な資源
配分モデルを提示している。第 3 に、本研
究は、議員がなぜ再選を害するはずの政策
に賛成するのか、言い換えると、なぜ異な
る政策的立場を持つ議員が党議に沿って



一体的な行動をするのかを説明しており、
「政党政府モデル」を理論・実証的に支え
ている。 
 
成果は、下記の通り公表された。特に、英
文査読誌に 2 本掲載されたことで、国際的
に高い評価と関心を得られた。特に、掲載
された Journal of Legislative Studies は議会
研究の分野では最高峰のジャーナルの 1 つ
であり、高い評価を与えられた証左である。
加えて、3 度の海外の学会でいずれも審査
を経て報告を行えたことも大きな成果で
あ る と 考 え ら れ る 。 特 に 、 European 
Consortium of Political Research は、ヨーロ
ッパ政治学最高峰の学会であり、2016 年に
その議会研究グループ、2017 年に総大会で
の報告の機会を得たことは、海外の多くの
研究者に研究を知ってもらえると当時に
貴重なコメントを得る貴重な機会となっ
た。 
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